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志 賀の鼻 を 出 離れても、 内海と か はらぬ 静かな ffl ぎで 

あった。 舳の 向き 加減で 時た まさし 替る 光り を、 蝙蝠 

傘に 調節して よけながら、 玄 海の 空に まつ 直に 昇る 船 

の 煙に、 目 を 凝して ゐた。 艫の ふなべり 枕に 寝て ゐて、 

しぶき 一 I 卞 うけぬ 位で ある。 時々、 首 を 擡げて 見やる 
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と、 壶州 らしい 海神の 頭 飾の 島が、 段々 寄生 貝に なり、 

鵜の 鳥に なりして、 やっと 其 国ら しい 姿に 整うて 来た。 

あの 波止場 を、 此 発動機の 姉さんの 様な、 巡航 汽船が 

出てから、 もう 三時 間 も 経って ゐる。 大海の 中に ぼつ 



島に も かう した 閑雅が 見出され るかと、 行かぬ 先から 

1匕 岐び とに 親しみと、 豊かな 期待 を 持たせられ たの は、 

先の 程まで、 私の 近くに 小半日 むっつりと 波ば かリ眺 

めて 居た 少年であった。 福 岡 大学 病院の 札の ついた 薬 

瓶 を 持って 居る 様 だから、 多分、 投げ出して 居た、 そ 

の 繃帯した 脚の 手術 を 受けに 行って 居た ので あらう。 
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膝き りの 白 飛白の 筒袖に、 ぱん つの 様な 物 をつ けて、 

腰 を瓢簞 くびり に 皮 帯で 締めて ゐた。 十六 七 だら う。 

日に も 焦け て 居ない。 頰は 落ちて 居る が、 薄い 感じの 

皮膚に、 少年 期の 末 を 印象す る 億劫 さうな 瞳が、 でも、 

真黒に 瞬いて ゐた。 船室 へ 乗り あ ひの 衆が おりて 行 つ 



て 後 も、 前後 四時 間 かう して 無言に 青空ば かり 仰いで 

ゐる 私の 側に、 海の 面き リ 眺めて ゐた。 

モタ 

時々 頭 を 擡げる と、 いつも 此 少年の 目に 触れた。 大学 

病院へ 通って ゐ ました か、 ぐら ゐの話 を、 人み しりす 

る 私で もし かけて 見た くな つた 程、 好感に 充 ちた 無言 
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の 行であった。 島の 村々 を、 ※〔か 「魚+ 昜」、 90-1S - 

干し 鳆買ひ 集めに、 自転車で 廻る 小さい 海産物 屋の息 

子で、 丁稚 替りを させられて ゐる、 と 言った 風の 姿で 

ある。 其で ゐて、 沖繩に 四十 日ゐ て、 渋紙から 目 だけ 

出して ゐる 様な、 頰 骨の 出張った、 人 を 嘲る 様に 歯 並 

みの 白く 揃うた 男女の 顔ば かり 見て 募した 目の せゐ か、 



東京の 教養 ある 若者に も、 ちょっとない 静けさ だと 思 

つた。 なる 程、 壶岐に は 京. 大阪の 好い 血の 流れが 通 

うて ゐる。 早合点に、 私 は 予定の 二十日 は、 気持ちよ 

く、 島人と 物 を 言 ひ 合 ふ 事の 出来さうな 気 を 起して ゐ 

た。 

此島 では、 つ ひ 七十 年 前まで、 上方の 都への 消息に 「も 

しほた れつ、」 わびしい 光陰の 過し 難 さを訴 へて やつ 
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た 人た ちが 住んで ゐた。 「愍然 想って くれ 召せ や」 と 
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磯 藻の 様にな づさひ 寄る 濃い 情に、 欠伸 を 忘れる 暇 

もあった。 幾 代の、 さう した 教養 ある 流され 人の、 潮 

風 あたる 石塔に は、 今 も 香 花 を 絶さぬ 血筋が 残って ゐ 
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る。 此 静かな 目 は、 海 部 や、 寄 百姓の 心理 をつ きと 

めても、 出て 来る もので はないだ らう。 「島の 人生」 に 

人道の 憂 ひを齎 した 流人た ち は、 所在な さと 人 懐し み 

と 後悔の せ つな さと を、 まづ 深く 感じ、 此を 無為の 島 

人に 伝へ たで あらう。 

此 島人が 信じて ゐる 最初の やら はれ 人 百合 若 大臣 以来、 

島の 南に 向いた 崎々 に は、 どの 岩 も此岩 も、 思 ひ 入つ 

た 目に にじむ I 卞で、 濡れなかった の はなから う。 都び 

とに は 概念であった 「もの、 あはれ」 は、 沖の 小島の 

人の 頭に は、 実感と して 生きて ゐた。 少年の 思 ひ 深げ 

な 潤んだ 瞳 は、 物 成のと り 立てに せっかれ た y けで は、 



島の 世間に 現れよう がなかった。 其 は 憧れに 於て 恋の 

如く、 うち 出したい 事に 於て は 文学 を 生む 心に 近づい 

たもので ある。 

だが、 其が 民謡の 形と なる に は、 別の 事情が 入り用で 

あった。 島に は 其 要件が 調うて ゐ なかった。 島の 開発 
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は、 わり あ ひに 遅れて ゐた。 唄 も 楽器 も 踊り も、 地方 
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で 十分 芸道 化した 時代であった。 特殊な 伝統 もない 島 

の 芸術 は、 皆、 百姓と 共に 寄って 来た。 祭礼 も 宴会 も 

儀式 も、 必 しも 歌謡 を 要せ なくなった 時代に 始まった 

文明 は、 後々 まで も、 固有の 歌 を 生まない ものである _ 

動機 も あり、 欲求 もあって、 其 様式がなかった ので あ 



くなる 時間で はない がと 蔽 きこむ 機関室の ぼん/ \ 時 

計 は、 五 時に 大分 近よ つたと 言 ふまで > ある。 少し 雲 

の 出て 来た 様子で、 蹄鉄 形の 入り海の 向う側の 鼻の 続 

きの 漁師 村 は、 まともに 日 を 受けて、 かん/^ と 照ら 

され 出した。 此黄 いろい 草の 岡に も、 強い 横 日が さし 

て 来た。 其 山の 上へ、 白い 道が うねく と 登って 行つ 

て 居り、 ぼつ/^ と 小さな 墓が 散らばって 見える。 二 

三 个処、 旧盆 過ぎて、 まだ なごりの 墓 飾りが ちらく 

する。 絵巻物の ま、 の 塔婆の 目に 入る の も、 なほ 此海 

島に 続いて ゐる、 古風に ひそ やかな 生活 を 思 はせ 顔で 

ある。 其阪道 を、 自転車が 一 台 乗りお ろして 来た。 あ 



ほと くと 汽罐の 音 立て、、 磯 伝 ひに、 島 を 南に さが 

つて 行った。 ひやつ いて 来たの は、 風が 少し 出た ので 

ある。 船の 大分 横 ぶれし 出した の は、 波が 立って 来た 
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ので ある。 今晚 あたり は 一 荒れ 来る かな あなど、、 ま 

だ 船に 残って ゐた客 は、 あがる 支度 を 整へ て、 甲板へ 

出て 来て、 噂し あうた。 

島の 東岸、 箱 崎. 筒 城の 磯に は、 黒い 岩と、 灌木の 青 

葉と、 風に 断れく になって、 木の間に 動く 日の 光り 
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とが、 既に、 夕陽 を 催して ゐた。 日が ちりぐ に 縮ま 
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つて、 波 も 沈んだ 色に 見え 出す 頃、 金 白礁の 薄雪の か、 

つた 様な 岩肌が、 かっきり と、 目の前に 浮んで 来た。 



他国から 来た 人と 見て、 慇憝 に、 さっきから 色々 な 話 

を 持ち かけて 来る 六十 恰好の 夏 外套 着た 紳士 は、 白い 

髭 を 片手間に しごいて ゐる。 此 金白礁 とい ふ 岩 は、 害 

州の 廻りに 幾つ も ある。 海の 中に つき 出た 黒い 岩な ど 

が、 頭から 三 盆 白で も ふりかけた 様になって ゐる。 

『湯ノ 本 温泉の 沖に あるの が、 一 番 見事な ので、 此を 

「雪の 島」 と言うて ゐ ます。 昔の 本に は、 1匕 岐の事 を 「ゆ 

き」 と 書いて ある さう です。 箱 崎の 神主の 祖先の 調べ 

た、 壶岐続 風土記と 言 ふ 書物 は 御覧 か。 村々 の 役場 や、 

好事家が 借り出し たきり 返さず、 其 あとの 家に も、 欠 

本の ま、 になって ゐ ます。 なに、 東京の 内閣 文庫で、 



完本 を 見た。 なる 程、 向う にも ある こと は ある さう で 

す。 が、 地理に 関した 点ば かりの 極の 抄き 書きで、 役 

に は 立たぬ 本 だと、 島から 東京へ 調べに 行った ものが 

申しました。 

郡役所の 手で 一 つに とり 寄せたら、 と 仰 言る か。 尊卑 

を 弁へ て、 礼儀正しい わりに は、 自由 思想が ありまし 

てね。 昔から、 町人なら 町人、 百姓. 漁師なら 百姓- 

漁師で、 其 仲間 中の 礼儀 を 守って 居ります し、 其 腰の 

低 さ、 語の 柔 かさ、 とてもよ そ 外に は 見られますまい 

此は、 当 国へ 渡った 流され 人が、 大抵 身分の よい、 罪 

状 も 悪くなかった もので、 上方の 長袖、 殊に、 房 主が 



多かった ものです から、 其 感化です。 寺に 住みつ いた 

の も ぁリ、 村 方に 預けられ たの もあります が、 島の 人 

の 教育 は、 大抵、 流人が して くれたの です。 旧から も 

わり あ ひに、 純良な 住民で はあった 様です。 

九州 や 中国の 大名の 一 族の 逃げ こんで 来たの も ありま 
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す。 そんなの が あちこちの 小高い 場処に 御館 所 を 開い 
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て、 館 を 構へ、 配下の 者 を 支配して ゐ ました。 其 外、 

唯のより 百姓が ぁリ、 町人が ぁリ、 海 部が ありし ます 

が、 一 触. 一 字の 親しみ は、 非常な ものです。 御館の 

下の 村で も、 御館の 主の 外 は、 平等であった。 まして、 

其 以外の 階級で は、 誰が 上の 下のと 言 ふ 区別 は、 あま 



りなかった のです。 士分の 制度 も ありまし たが、 此は 

旧 郷士 を 平 戸 藩で 認めて、 とり 立てた のです。 其が 

後々 に は、 藩の 財政から わり 出して、 士分の 者 を 作る 

ことにな りました。 一 定の 金額 を 上納した 者、 海産物 

(主として 鯨 .鳆. 海藻) の 事情に 通じて、 才幹の ある 

算 筆に 達した 者、 さう 言った 者 を、 平 戸 物産 局 配下の 

役人と して、 士分 扱 ひ をして、 八十 石 以下の 給 分 をく 

れ たのでした。 此が 物産の 為一 方の、 謂 は、 V 藩の 手代 

見た 様な 者に 過ぎない のです。 平 戸の 城代 は、 郷野浦 

の 上、 武 生水のお たち 山に 来て ゐ たのです が、 此とは 

何の 交渉 もありません。 



多 かり 相な、 石 田. 初 山の 前 海で ある。 気ぜ はしない 

震動 を 船体 全体に 響かしながら、 走って ゐる。 

『違 ひましたら、 お 免し まっせ。 黒 崎の 神官 さまの、 

東京に お出でる 兄 息子 様で おいで まっせん か。』 

瞬間、 とんでもない 人 違 ひに 当惑させる やうな、 だし 

ぬけの 問 ひ を かけながら、 話 仲間に 割り こんで 来たの 

は、 四十 そこくの 湯 帷子が けの、 分けた 頭に 手入れ 

の 届いて ゐる点 だけで、 相当な 身分 を 思 はせ る 人 だ。 

私 は 「い、 え」 と 答へ る 下から、 その 私のと り 違 へら 

れた 当人が、 一面識の ある 人な のに 考へ 当った。 私の 

なぢみ 深い 学生の 兄さんで、 くろうと 好みの 新聞の、 



よう。 かう 思 ひながら、 蚊帳 を 跳ねて ほんのり 黴の 匂 

ふ、 而し糊 気の 立った 蒲団の 上に、 身 を 横にした。 

此国 は、 生き 島で ある。 生きて あちらこちらに 動いた 

島であった。 其 故に、 島の 名 も 3^ と 言 ひ はじめた の 

である。 神様が、 此 島国 を 生みつ けられた 始め、 此動 

く 島が、 海の 中に ある 事故、 繫ぎ 留めて、 流れて 了 は 

ぬ 工夫 をせられ た。 八本の 柱を樹 て、、 其に 綱で 結ん 

で 置いた ので ある。 其 柱 は 折れ 残って、 今 も 岩と なつ 
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てゐ る。 折れ 柱と 言 ふの が、 其で ある。 いまだに、 八 
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本 共に 揃うて ゐる。 渡 良の 大島 • 渡 良の 神 瀬 • 黒 崎の 
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唐人 神の 鼻 • 勝 本の 長 島 • 諸津 • 瀬戸 • 八幡の 鼻 • 久 

喜の 岸と、 八 个処に 在る 訣 である。 

此中神 瀬の が 一 番 大きく、 久 喜の は 柱 本 岩と も 言 ふ。 

唐人 神の 鼻の は、 要塞 地帯に 包まれて 了うた から、 も 

う 見に 行く こと も 出来ない。 其 柱の 折れた 為、 綱 も 断 

れて、 島 は 少し づゝ、 海の 上 を 動いて、 さら (漂) け 

て 居る ので ある。 時々 出る、 年より たちの 悔み 言に は、 

一層の 事、 筑 前の 国に 接け といたら、 よかった らうに、 

と 言 ふ 事で ある。 折れ 柱の 名 は、 今 も 言 ひながら、 も 



ぅ此 伝へ は、 私に 聞かした 人 以外、 島の 物識り. 宿老 

も 口 を 揃へ て、 そんな 話 は 聞いた こと もない と言うた。 

唯、 神が 島 を 生まれた 時と 言 ひ、 舂岐の 島の 神 名 「天 

一 ッ柱」 の 名が、 折れ 柱に 関係 あり 相な のが、 後代の 

合理化 を 経て 居る ので はない か、 と 思 はれる 点で ある。 

島の 生きて 動く こと、 繫ぎ 留めた 柱の 折れた こと、 其 

が 岩に 化って 残った こと、 此等 は民譚 として は、 珍ら 

しく 神話の 形 を 十分に 残して 居る ものと 言へ る。 童話 

にもなら ず、 英雄の 怪力 譚に は、 ならねば ならぬ 導 縁 

が備 つて ゐる にも拘らず、 さう もなら ずに 居た の は、 

不思議で ある。 百合 若 大臣の 玄海島 は、 舂岐の 国 だと 



称して、 英雄 譚がゝ つた 物語 は、 皆、 百合 若に 習 合せ 

られ てゐる 国で ある。 

他の 地方で は、 非常に 断篇 化して ゐる あまのじゃくの 

童話が、 害岐 では まだ 神話の 俤を失 はずに ゐる。 昔 「此 

世 一生、 上 月夜」 で、 暗夜と いふ もの ゝ なかった 頃、 

五穀 豊熟して、 人 は 皆、 来の 飯に 小 菜 (間引き 菜) の 

汁 を 常食して ゐた。 来 も 麦 も 黍 も 粟 も 皆、 沢山の 枝が 

さして、 枝 毎に 実が 捻った。 田畑の 畔に 立って 「来 

いく」 と 招く と、 来で も、 豆で も 皆 自ら 寄って 来て、 

手 を 卸さず とも、 とり 入れが 出来た、 と 言 ふ、 そんな 

よい 世の中であった 時、 あまんし やぐめ が 其 を嫉ん で、 



造り上げよ うとした。 あまんし やぐめ が、 其 邪魔 をし 

ようと、 一 番 鶏の 鳴き まね をした。 たけた の番 匠が 「け 
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いまぎ (搔ぃ 曲げ) うつち よけ (棄 置け)」 と 叫んだ。 

其で、 とうぐ 為 事 は 出来 上らなかった。 其 橋の 出来 

損ねが 入り海に 残った。 けいまげ 崎で ある。 

此話 は、 到る 処に 類型の 分布して ゐる もので、 鬼 や 天 

狗 などが、 今 一 息の 処で 鶏が 鳴いた 為、 山 • 谷 • 殿堂 

を 作り 終へ なかった、 と 言 ふ 妖怪 譚に 近い ものと して、 

残って ゐる。 舂岐 のに は、 神 —— 土木工事 だから 名高 

ぃ番 匠に したの だ —— と 精霊との 対照が 明瞭で ある。 

国 作りの 形 も 海岸 だけに、 はっきりして ゐる。 田ノ 



番匠は 北 九州で は、 左甚 五郎に 代る 程の 伝説の 名工な 

ので、 壶岐の 島中に も、 此 人の 作 だと 言 ふ 塔婆. 建築 

が ある。 島で は、 たったの ばんじよ うだの、 古く はお 

くた のばん しょうな ど、 言 ふ。 

話し手に よって は、 鶏の 鳴き まね をした の は、 番匠即 

神であった。 あまんし やぐめ が 一 夜の 中に、 橋 を 渡し 

て 了うたら、 島人 を 皆 取って 殺しても よいと 言 ふ 約束 

だ つたの だと も 言うて ゐる。 

藁人形 は、 神 或は あまんし やぐめ が、 最後に、 海と 山 

と 川 (井) とに てんでに 行けと 言うた ので、 それ/^ 

が あたろ (河 太郎) になった。 海に 千疋、 山に 千疋、 



川に 千疋 のが あたろ が 居る の は、 此為 である。 又が あ 

1^ の 手 を ひっぱれば 抜ける の は、 藁人形の 手の、 さ 

しこんであった からだ。 此 河童の 手が 人に 奪 はれ 易い 

こと ゝ、 藁人形が 河童に なった と 言 ふ 型 は、 古く も あ 

り、 全国的で も ある。 あいぬ 人 さへ、 藁人形と 水精み 

ん つちとの 事 を 言うて ゐる。 同じ 西海岸の 柄杓 江の 伝 

へに も、 竹 田の 番 匠と 言 はず、 天神 様 だとして、 同じ 

形式 を 言うて ゐた。 

よほど 国 引き 神話に 近づいて 居る し、 あまんし やぐめ 

の嫉み も、 童話に 危く 堕ち 相な 境目 を 示して ゐる。 折 

れ柱 伝説な ども、 此 神と 精霊との 争 ひから、 折れて 出 



其で、 其 子孫 一統、 正月の 飾り や、 喰 ひ 物 を 作らぬ の 

だ、 と 説いて ゐる。 此は 皆、 富士筑 波. 蘇 民 将来の 話 

よりも、 古い 形な ので ある。 

舂岐の 国中の 神社 は、 大体、 此 海から 来られた 神と、 

白鳥と なって 空 を 飛んで 来て、 翼 を 休められた 遺跡に 

祀 つたのと、 水死の 骸 となって 漂 ひついた 祟り 神 を 斎 

ひこめ たと 言 ふのと、 神体が 漂着した と 言 ふ 社と 四 通 

リ である。 皆 海 を 越えて 来た 神なる 事 を 示して ゐ る。 

此 四つの 形の 神 は、 海の あなたから、 週期 的に 来臨す 

る 神の 信仰の 分岐した ものに 過ぎな い ので ある。 

春の 用意な しに 正月 をす る 家筋 は、 本土に も 多い が、 



神の 来る 夜に、 迎 へる 家々 の 人々 の、 特殊な 役目の 家 

婦 又は 女児の 外 は、 謹んで 隠れて ゐた 風習の 近世の 合 

理化を 経た のが、 一 つの 原因で ある。 春の 喰 ひ 積み や、 

3^. 松の 飾り を 用ゐ、 山 草 をつ ける 風 は、 海から 来 

る 神の 信仰の 衰 へた 後、 山から 来る 神に 附随して 行 は 

れた 様式で、 村 や 家に よって は、 行 はない 処 もあった。 

其が、 世間の 風習に とり 残された 形に なった 時代に、 

合理的な 説明 をく つ、 ける 様になって 行った ので ある。 

宮廷 及び 皇族で は、 正月 松飾り をせられ ない。 此亦、 

同じ 理由であった。 

かう した、 民譚ゃ 風習 を こめた 民間伝承に 説明 を 加へ 



九州 子負ノ 原の 石の 二つあった 理由 は、 手間 は 要る が、 

説明 は 出来る。 お ほゝと • を ほと など 言 ふ、 かけ まく 

も畏き 御名の 方が お出でにな つたの も、 かう した 信仰 

から、 英雄. 女傑の 資格の 一 つ、 と考 へる 様な 事 も あ 

つたこと を 示して ゐる。 万 葉に すら 判然せ ぬ 事 を、 島 

の 粗い 趣味に は、 いまだ 原義 を 残す 古さが あった。 其 

シ ャゥモ 

石 は 今 も、 勝 本の 聖母 神社の 北の 浜に 落ち 散って ゐる。 

白い 石の 尖った 先に、 赤く 染 つた 部分が あると 言 ふ。 

此は、 小さな 石で ある。 

国の 史官が 大事 件と して、 とり 扱うた 史書の 上の 事実 

も、 凡俗 生活 をく り 返す： ちべ たに 喰つ 、 いた 様な 人々 



の 上に は、 一時の 出来事と して、 頭 を 掠めた、 V けで、 

通り 去って しま ふ。 蒙古 軍が 来て、 今の 島人の 脈管に、 

此 島根 生 ひの 血の 通 はない まで、 古い 住民 を 根 こそぎ 

に 殺して 行った と 言 はれて ゐる。 此に は、 大分の 誇張 

を考 へに 入れて か、 ら ねばなる まいが、 ともかくも、 

あんな 大事 件の あった 痕跡 は、 誰の 頭の 隅に も、 残つ 

てはゐ ない。 蒙古 軍の 伝説 はあって も、 皆、 昔からの 

鬼の 話の 飜 訳に 過ぎなかった。 李 白の 襄陽 歌が、 其 だ。 

普 代の 羊 公の 碑が、 丘の 上に 台石の 飾り も 風化して、 

苔が 生えて ゐる。 こんな 状 を 見て、 何とも 感じない の 

は、 昔、 さう した 謝恩の 碑 を 建てた 民の 子孫であった。 



物が 残って ゐて も、 時が 立てば 忘れ もし、 印象 も 薄ら 

いで 行く。 大嵐の 様に 通り過ぎた 一 度き リの 史実が、 

其 子孫 或は 其 世 近く 移り 住んだ 人た ちの、 次の 代 あた 

りから は、 もうす つかり 忘れられた。 さう して、 もつ 

とずつ と 古くから 続いた、 歴史よりも 力強い 年中行事 

だけが、 記憶の 底に こびり ついて ゐ るの だ。 彼等の 歴 

史は、 合理的に 考 へた 民間伝承の 起原 説明 だけで あつ 

た。 あった こと、 言 ふよ リは、 なかった 事の 反覆 せら 

れて、 あった 以上の 力 を 持って、 ある 時代まで 生活 様 

式 を 規定した 事の なごりな のであった。 

I 匕 州の 民 は、 対岸の 九 国. 中国から 来た 者の 末が 多い 



事 は 知れる。 今 残って ゐる 民間伝承の 如き も、 或は、 

其々 の郷 貫から 将来した もの も 勿論 あらう。 が 併し、 

害岐の 島に 最古く から 居残った 村々 の 伝承が、 此 島に 

来 住した 新 渡 民の 間に、 ある 日常 行為の 規定 を 持って 

来た 事も考 へて よい。 土地に ついた 物の 授受、 地名- 

道路 • 神 精霊の 所在から はじめて、 特殊 様式の 上に、 

存外 多くの 模倣. 継承が 行 はれた。 神に 就ての 考へ方 

など も、 恐らく、 後世あった 如く、 海の 彼岸から 来る 

神ば かり を 信じた 民ば かりではなかった であらう。 其 

が 段々、 一 つの 傾向に 進んで 行った ものである。 五 

島 • 平 戸. 天草 • 山陰 • 山陽の 辺土、 北 九州の 海 村、 



対 馬. 隠岐に 亘る 島々 の 中、 伝承の 上から 見れば、 五 

島に 最 類似 を 持って ゐる。 けれども、 今 伝へ る 如く、 

五島の 移民が 島の 再建の 率先 者と 言 ふ 風に は、 考 へら 

れ ない。 長い 武家の 世に、 次第に 渡って 来た 民の 外に、 

古く 五島に 別れ、 茲に 居つ いて、 更に、 一部分の 対 馬 

へ 行く 者 を 見送った 人々 の 伝承が、 近古 五島から 将来 

した もの、 様な 貌 をして ゐる事 も あるで あらう。 

もっと 驚くべき こと は、 t 匕岐の 島に 伝へ て 居さうな 予 



期 を 持って行って、 すっかり 失望 させられた、 t 匕岐の 

海 部の 占 ひであった。 壶 州に 行 はれた 後世の 占 ひ は、 

陰陽師 配下の 唱門師 等の 伝へ たもので あった。 海 部な 

ども、 二部 落 あるが、 片方の 八幡 蟹と 言 ふの は、 極の 

近代 移住した ものら しく、 舂 州 東海岸 一帯の 海の 外 潜 

ヮ タラ n ザク 

くこと は 免され て 居なかった。 渡 良の 小 崎 蟹と 言 ふの 

は、 筑 前志賀 島から 来たと 言 ふ 伝へ があって、 壶州を 

囲む 海 全体に 権利 を 持って ゐた。 此 とて、 所謂 秀 手の 

ゥラ 

占 へ と 称せられた 亀卜に 熟した、 壶岐の 海 部の 後と 言 

ふこと が 出来ない もので、 やはり、 近代の 移住と 言 ふ 

ベ きで あらう。 



上代の 舂岐の 海 部 は、 氓び 絶えた か、 退転した か、 職 

替へ をした かの 三つの 中で あらう が、 私 は、 第三の 方 

を 重く 見て ゐる。 t 匕 州の 民 は、 わりの 班田 を 受ける 事 

の 出来る のと 出来ない のとの 二種の 群居に 分れて ゐた。 

浦に 住んで、 漁業 • 航海 業 を 認められて ゐた 町方の 人 

は、 其 代り、 を 受ける 事 は 出来なかった。 唯、 今 

ある 武 生水 村郷野 浦の 端、 山陰に ある 本 居の 村 は、 郷 

野 浦の 本拠な ので あるが、 此 はれ ふし 村と は 言 ふが、 

蟹に 近い 扱 ひ を 受けて ゐた。 班田に 与る 事の 出来ない 

と 言 ふの も、 稼業の 性質と して、 田が 作られな いから 

ではない。 片手間に 農作 をす る 例 は 幾ら も ある。 自家 



の 収獲なる 海産物 を 持って 出て 商 ふ 事から、 蟹の 家の 

女 は 次第に 商業に 専門に なって、 男 蟹ば かりの 小 崎の 

様な 形式が 生じた。 男 は 潜き の 外に、 いざり (沖 漁) 

に 熟して、 蟹よりも 漁師に 傾く。 

マチ カタ 

壶州 では、 町方 町人で ない 村 方 百姓の 中、 浦に 沿 ふ 村 

では、 ^^を 受けながら、 漁業 を も 兼ねて ゐた。 町方 

で、 商 買の ない 者 も 多かった。 &も 与 へられな いの 

だから、 村 方へ 卵 を 買 ひ 出しに 行ったり して、 商 買に 

似た 事 もやった りして、 口過ぎした 者 もあった。 新田 

を 開いて、 ^^以外に 地 を 持つ 事 は 許されて ゐた 事な 

どから 見ても、 大体 血統 的に 町人. 百姓の 資格が 極つ 



て 居て、 土地の 所有権 は 先天的の ものと 考 へられて 居 

たの だ。 だから、 町人と 村 方 百姓の 漁業 を 営む 者との 

間の 区別の 立ちに くい 事情の 者で も、 村に 生れた 資格 

として、 ^^を 受け 得た ので ある。 

島の 町人の 職業 は、 前に 挙げた 位の 単純な もので あつ 

た。 工業の 方面の 諸 職 は、 志 原の 百姓に 多かった こと 

を 見ても、 町人の 範囲 は 極めて 狭く、 土地の 所属 決定 

した 後代に 移住した 者 又は、 本来 土地に 関係の ない 生 

業 を 持った 者、 海岸の 除 地に 仮住して ゐる 者と して、 

政治的 交渉 を 持つ ことの 殆 なかった 者 —— 元は、 毫も 

なかった II 此 等の 群居 民が、 村 をな し、 土地の 政治 



の 支配 を 受ける 様になっても、 田 は わられなかった。 

此は、 蟹の 団体から 発達した こと を 見せて ゐ るの だ。 

町人の 普通の 者で、 身分の 低い もの を 見れば、 蟹との 

繫 りが 見えよう。 村 方の 並みの 百姓と 同格で、 町 役 を 

勤める ことの 出来ぬ 階級 を かこ にん (水子 人) と 言 ひ、 

又 浦人と も 言 ふ。 平 戸 侯の 参覲に は、 水子と して、 船 

役 を 命ぜられた。 町人の 代表 階級なる、 浦人が 徴発せ 

られる 公役の 船方な の を 見ても、 漁業 は 副業と して 発 

達した ものな のが 訣る。 だから、 浦人から 分化した 町 

人 全体に、 元の 形 は、 蟹だった 姿が 見える と言うて よ 

いと 思 ふ。 



歴史的 妥当性の 感じられる 人 や 物 を 当てはめ たと 見る 

外 はない。 

I 匕岐の 島で おもしろ いこと は、 こんな 小さな 島 —— 島 

の 少年が、 本土で 受けた、 此方の 海岸から、 投げた M 

うるが 彼方 の 海に 落ちる だら う、 と 言 ふ 冷 か し を 無念 

がった、 と 言 ふ 誇張した 話 も、 此島を 漫画 化した 程度 

の 適切 さ を 感じる 小さな 島国の 中で、 一 つの 系統の 民 

間 伝承が、 色々 な 過程 を 示して ゐる 事で ある。 ある 村 

では、 現に 神 幸が 行 はれて ゐる。 其 半里と 離れない 処 

では、 民 譚化を 遂げて、 神 幸の 夜に、 神に 敬礼せ なか 

つた 草の、 呪 はれて、 馬 さへ 喰 はぬ 藻に なった、 と 言 



かう した 変化の 色々 な 段階 を 見せた の は、 村々 の 伝承 

が、 一 つの 標準 を 模倣して 来ながら、 又 村の 個性 を 守 

り、 其 為に 局部の 改造が 行 はれて 行き 又、 尊重す る 部 

分が 村に よって 違うて 来る 為、 廃 続の 様子が めいく 

変って 来たから である。 年中行事な ども 家々 村々 によ 

つて、 舂 岐 移住 後の 変化 も、 明らかに 見られる。 触が 

違 ひ、 村が 替 ると、 細かい 約束が 非常に 違って 来る。 

方言な ど は、 其 村々 の 本 貫 を 示して ゐる 傾向が 著しい 

が、 音価の 動揺 • 音 勢 点の 相違 • 音韻の 放恣な 離合 - 

発声 位置の 不同な どから、 表面 非常な 相違が あっても、 

実は 根元 一 つと 見える もの も 多い。 単語の 相違 は 固よ 



り 多い が、 此は 流人の 影響が 非常に ある。 

又、 音韻 矯正. 中央 語 採用な どが、 村々 別々 に 行 はれ 

てゐ る。 此も 勘定に 入れて か、 ら ねばならぬ。 殊に、 

蟹 村の 語 は、 島人に も訣ら ぬと 謂 はれて ゐ るが、 単語 

の 相違よりも、 発音 位置が 標準 発音と は 大変な 相違 を 

示して ゐる。 放恣な 離合に よって、 音の 約 脱が 盛んに 

行 はれて ゐ るので ある。 

へんぶ り < へいぬ ぶり < は ひの ぼり (這 上り = 上 

框) 

くま じん < く まぜむ < くまぢ えもん (熊 治 右衛門) 

まつらげ る < まつりあげる (献上) 



しまりぶ し < しまいぶ し < しめ い ぶし <し めぐし 

(標 串) 

七 

私 は、 夸岐の 文明に、 三つの 時 を 違へ て 渡来した もの \ 

大きな 影響 を 見て ゐる。 即、 第一 唱 門師、 第二 盲 僧、 

そして、 第三 は 前に 述べた 流人で ある。 

唱門師 は 陰陽師 配下の 僧形 をした 者で ある。 其が 段々、 

陰陽師と 勝手に 名宣 り、 世間から も、 法師 陰陽師な ど ゝ 

言 はれる 様になった。 唱門 師は大 寺の 奴隸の 出身で あ 



「翁」 を 舞うたり した。 其 時の 名が 唱門師 で、 総体に 言 

ふ 場合 も 唱門師 であった らしい。 此連 衆の 翁が、 曲舞 

とも 謂 はれ、 寺の 縁起の 演奏から 出た 白拍子 舞 も 曲舞 

とおな じ ものな のであって、 千秋 万歳に して、 白拍子. 

曲舞 を 兼ねて ゐ たので ある。 此等は 皆、 千秋 万歳の 翁 

ぶりから 分化した もので、 幸 若 舞 も 曲舞の 流で あるが、 

亦、 疑 ひもな く、 千秋 万歳から 出た ものであった。 幸 

若 舞の 女 舞から 江戸の 女 歌 舞妓が 生れ、 猿 若 も 亦 幸 若 

の 流ら しい。 

唱門師 は、 後世の 演劇. 舞踏. 声楽の 大切な 生みの親 

である。 其と 共に、 陰陽道. 神道 を 山奥. 沖の 島まで 



た 形式で 渡り歩いた。 

唱門師 の 害岐へ 来たの は、 古い 事ら しい。 唯今の 島の 

社々 の 昔の 神主 は、 凡、 陰陽師であって、 裕福なる 者 

は、 吉 田家の 免許状 下附を 願うて、 両様の 資格 を 持つ 

てゐ た。 だが、 大抵 は 陰陽師 配下の もの、 末で ある。 

シキ ジン 

陰陽道で は、 職 神 —— 即、 役 霊 —— の 事 を、 後に みさ 

まとも 称へ てゐ た。 処が、 t 匕 州に 来た 陰陽師の 徒 は、 

みさき を 傭 ふのに、 簡単な 方便が あった。 其 は、 si 

さと 言 ふ 島に 多く 居る 精霊 を、 呪 力で 駆使す る 事に し 

た。 

害 岐には 矢 保 佐 • 矢 乎 佐な ど 言 ふ 社が、 今 も 多く あり、 



崎の 芳野 家の 「神国 愚 童 随筆」 とい ふ 本に、 壶岐の 神 

人の 事 を 書いて、 命婦は 女官の 長で、 大宮司. 権大宫 

司の 妻 か 娘 か、 V なると ある。 さすれば、 3^ は 陰陽師 

の 妻が 巫女なる 例で ある。 

いちじょ はや ぼ さ 社に 常に 参る と 言 ふ。 百合 若 説経 は、 

弓 を 叩いて 「神よ せ」 を 誦した 後に 唱 へる。 さう やつ 

て 居る 中に、 生 霊. 死霊 等が 寄って 来る と 言 ふ。 g 

^6 と 陰陽師との 関係から 考へ ると、 百合 若 説経 は、 

唱門師 が 持って来 たもの らしく、 五 説経 其 他の 古い 説 

経よりも 「三度の 礼拝 浅から ず」 など 言 ふ 句 をく り 返 

して、 正式に 説経ら しい 形を存 して ゐる。 昔 は、 g 



を 見せて ゐ るが、 姫の 枕元に 行って からの 動作が 優美 

でない。 姫の 髪の毛 を 分けて 手に 捲いて、 此を 琴の 様 

に 弾いて、 姫 を 怒らせる 様な 事 を 言うたり、 かたら ひ 

を 遂げる 処な ども 子供ら しくて、 鄙びた 譬喩 を 使うた 

りして ゐる処 など は、 説経の 改 刪の 径路 を 思 はせ る。 

書かれた W¥ を 語る 中に、 色々 な 入れ 語 を 交へ て 来た 

のが、 又 書き とられ て^の 異本が 出来て 来る。 さう 

した 物 を、 比 老人 も 読んで 覚えた ものら しい。 此上は 

幾ら 尋ねても、 W¥ の 有無、 口伝 か 書物からの 記憶 か、 

そんな 事 も、 話 を 外して 言うて はくれ なかった。 寅 童 

丸の 語り物 を 知った の は、 島中に、 此人 一人 だから、 



大切に する 考へ なので あらう。 まさか、 若い 時分に、 

今 は 故人の いちじょの 一 人から 深秘の 約束で 教 へられ 

た、 と 言 ふやうな もので、 V も あるまい。 

浄瑠璃 史家 は、 十二 段 草子の 前に 「やすだ 物語」 と 言 

ふ 因幡 薬師の 縁起 を 説いた ものが、 今一 つあって、 其 

が 浄瑠璃の 最初 だら うと 言 ふ。 併し、 説経 は 長い 伝統 

ある 物で、 安居院の 「神道 集」 など も、 説経の 古い 形 

の もので、 語った ものに 相違な く、 やはり 一 つの 浄瑠 

璃 であった の だ。 浄瑠璃 節が 固定す るまでに は、 其 系 

統の 物語 は 段々 あつたと 見て よから う。 舞の 詞な ども、 

唱門師 の 手に あった もの だから、 浄瑠璃 化せぬ 訣 はな 



レ 

浄瑠璃 は 恐らく 元、 女の 語る もので、 曾 我物 語な どの 

様に、 瞽女が 語った もので あらう。 其に 仏教の 唱導 的 

意義が 加って 居ない 間 は、 まだ 浄瑠璃の 定義に 入らな 

いの だと 思 ふ。 盲 僧. 瞽女の 代りに、 唱 門師. 巫女の 

夫婦が、 夫 は 舞の 地の 詞 として 語り、 妻 は 舞から 独立 

した 詞章と して、 舞の 詞な ども 語った ので、 巫女の 謡 

ふ詞の 方が もてはやされ たの だら う。 而も、 舞の 詞を 

謡 ふだけ でな く、 女が 進んで 舞 を 舞 ふ 様になつ たの は、 

変態で は あるが、 詞章よりも 舞の 方が 主として 演ぜら 

れる端 を 開いた の だ。 其 系統から、 妻が 演ずる 幸 若 



舞々 と、 神事 舞より 演じない 夫の 神事 舞々 との 対偶が 

出来て 来た。 この 様に 夫婦と もに 伝統的 家職 を 持つ と 

いふ こと は、 唱門師 が 始めで はない かと 思 ふ。 

延年 舞. 田楽 を 演じた の も、 皆、 唱門師 であらう。 天 

台 説経 を 伝へ た 唱門師 が、 千秋 万歳の 詞章の 習熟から 

次第に 説経 文句 を 固定 させて 来た。 だから、 古い 時代 

の 説経 は、 白拍子 縁起の 様な 物の 外に、 口頭の 話の 少 

しく 文飾 を 加へ た 様な もの もあった であらう。 天草 本 

平家物語 を 見ても 知れる 様に、 既成 文章. 新作 詞章- 

新作 口語文と 言 ふ 様な 形が 出来て、 江戸 初期の 口語文 

の 物語が 出来た とも 言へ よう。 



山伏 も茲に 関聯して 説いて 見よう。 彦 山の 山伏の 勢力 

範囲なる 故、 後世 は 専ら 其 山伏の 横暴に 苦しんで、 此 

を 殺して 埋めた と 言 ふ 山伏 塚が 多い が、 中には、 山伏 

の 築いた 壇の 類 も あるで あらう。 唯、 さう した 修験道 

の 行儀 喧しい 時代 以前に、 呪術に 達した から、 山伏の 

形 を 以て、 自由に 土地 を 求めて 歩いた 時代 を考 へて 見 

ると、 無頼の徒 • 山伏 • 傭兵 • らっぱ • かぶき 者 . 芸 

能 • 唱門師 の 有髪の 者 • 千秋 万歳、 —— かう した 自在 

な 形で、 移り 歩いたら しい。 名 護屋山 三郎の 様な の は、 

かぶき 者 . 無頼漢で、 芸能の あった —— 其 為、 幸 若 舞 

の詞 も、 お 国に 伝へ たらしい —— 傭兵 風の 流れ者で も 



田 畠の 害 物に 命令す る もので、 人に 対しても、 為て は 

ならぬ 事 を 挙げて ゐる。 田楽の 詞章の 戒め 詞ゃ、 太秦 

牛 祭りの 祭文な ど 、 よく 似た ものである。 

荒神 祓 へがす むと、 く づれを 語る 事が ある。 此が 「島 

の 人生」 を どれ だけ 潤し、 世間の 広さ、 年月の 久し さ 

を考 へさせた か訣ら ない。 

盲 僧が 百合 若 伝説 を 語る と、 変が 起る、 と 伝へ てゐ る。 

畢竟、 重要視しての 事 かと 思 はれる が、 陰陽師. 巫女 

側の もの 故、 忌んでの 事な のか も 知れない。 くづれ は、 

正式な 平家物語 物で もない 様で、 盛衰 記と 称へ て、 長 

門 合戦 を 語って ゐる。 其 外 は、 大抵 説経で ある。 



来る。 大体、 祭文 系統の 呪 言 は、 卑猥 • 醜悪 • 非礼な 

文句が 多い ので ある。 だから、 盲 僧が くづれ どころ か、 

小唄 • 端 唄な どの、 世間 流行の ものまで も、 三味線に 

とり 入れて 来た 径路 は 明らかで ある。 

説経 其 他の物 語 をく づれと 卑しむ けれど、 平家物語 だ 

つて 一 種の 説経な の だ。 経 を 諷誦す る 時の 伴奏の 楽器 

を、 説経に もお し 拡げて 使うた まで、 V ある。 だから、 

古く は、 説経 は 発生 的に 琵琶 を 伴うて ゐた。 義経 記な 

ども 説経の 系統であった。 曾 我物 語 は 楽器が 違 ふ 点か 

ら だけで も、 浄瑠璃 系統 だ、 と 言へ るの だ。 琵琶 弾き 

が 三味線に かけて 語った の は、 浄瑠璃で あらう。 説経 
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